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令和７年１２月 産業建設委員会行政報告資料 

土 木 部 

 

呉市土木
と き

未来
め き

プラン後期実施計画（素案）について 
 

１ 趣 旨 

呉市では，社会資本のうち道路，河川等に係るマネジメントの基本方針を定めるとともに，当該基本方針に基づき，効率的・効果

的に社会資本整備を推進するための実施計画として，「呉市土木未来プラン」を令和３年度に策定し，これに基づき土木行政の運営

を行っています。 

呉市土木未来プランは，令和３年度から令和１２年度までの１０年間の施策の「基本方針」と，前期・後期（各５年間）の「実施

計画」で構成されています。 

このうち，令和３年度から令和７年度までの５年間を計画期間とする「前期実施計画」が令和７年度末に終了することから，この

度，令和８年度から令和１２年度までの５年間を計画期間とする「後期実施計画」を策定するものです。 

なお，国・県事業の実施箇所については，現在，広島県において策定作業中である次期事業別整備計画の策定後に掲載することと

します。 

 

【計画の位置付け】 
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【計画の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 3 - 

 

２ 前期実施計画の取組と成果 

(1) 投資額 

国の補助や財政的に有利な市債などを積極的に活用して事業費を確保することで市の財

政負担を軽減し，前期実施計画の目的を達成するために，おおむね２００億円の投資予定

額としています。 

これまでの投資額については，令和３年度が約３７億円，令和４年度が約３７億円，令

和５年度は約３０億円，令和６年度は約３８億円，令和７年度は約４１億円（見込み）で，

合計は約１８３億円（見込み）となり，投資予定額の９割を超える見込みです。 

 

 

(2) 事業進捗 

前期実施計画における道路，河川，急傾斜及び公園の完成予定数７０か所については，

９割を超える６６か所が完成する見込みです（令和７年度予算の繰越しによる完成も含み

ます。）。 

【前期実施計画の事業箇所数及び実績】       （単位：箇所） 

事業名 完成予定 
完成（実績） 
（Ｒ７見込み） 

未完成 

道 路 ３０ ２８ ２ 

河 川 １９ １９ ０ 

急傾斜 １９ １７ ２ 

公 園 ２ ２ ０ 

合計 ７０ ６６ ４ 

 

 

 

前期実施計画の合計投資額 

約１８３億円（Ｒ７見込み） 

【大新開吉松線】 

 

【天応西条公園】 
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 (3) 目標達成状況 

呉市土木未来プランで設定している１９指標のうち，土木事業に直接関係する１４指標について，前期５年間は「達成」が１１

指標，「未達成」が３指標となる見込みです。 

【土木事業に直接関係する１４指標】 

指標名 基準値（Ｒ元） 目標値（Ｒ７） 
実績値 

（Ｒ７見込み） 
達成 
状況 

橋りょう施設数に対する健全度Ⅰ，Ⅱの占める割合 ８７％ １００％ １００％ ○ 

トンネル施設数に対する健全度Ⅰ，Ⅱの占める割合 ９３％ １００％ １００％ ○ 

老朽化した遊具の更新数（累計） ５０基 ２００基 ２０７基 ○ 

市道の無電柱化の完成延長 ７．６ｋｍ ８．２ｋｍ ７．９ｋｍ × 

ボトルネックを解消した河川数（累計） ０河川 １３河川 １３河川 ○ 

急傾斜地崩壊対策工事の完成箇所数（累計） ７４５か所 ７５５か所 ７５５か所 ○ 

平成３０年 7月豪雨災害復旧事業の完了率 ７５．４％ １００％ １００％ ○ 

緊急輸送道路，重要物流道路の橋りょう，ＪＲこ線橋の耐震化率 ０％ ５０％ ６０％ ○ 

法面施設補修工事の完成箇所数 ——— １か所 １か所 ○ 

呉市内の主要渋滞箇所における年間渋滞損失時間 約２３１万時間 約１４２万時間 約１４２万時間 ○ 

緊急輸送・重要物流道路改良の完成延長 ——— ２．７ｋｍ １．３ｋｍ × 

呉駅～広島空港間のアクセス所要時間 ５３分 ４５分 ４５分 ○ 

通学路交通安全プログラムに基づく通学路安全対策の完了箇所数 
（要対策箇所数：１０７か所） 

９２か所 １０４か所 １０２か所 × 

道路照明施設のＬＥＤ化率 約１４％ １００％ １００％ ○ 

 

(4) 成果と後期実施計画の方針 

投資額，事業進捗及び目標達成状況から前期実施計画の目的をおおむね達成できており，強靱化対策や効率的・効果的な社会資

本の整備が推進できたと考えています。 

後期実施計画においても，社会資本を適切にマネジメントしていくための三つの基本方針である，「社会資本の適正な維持管

理」，「社会資本ストックの有効活用」及び「社会資本整備の重点化」に基づいた事業の実施に取り組みます。 
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３ 後期実施計画の概要（市事業） 

令和３年度に策定した基本方針に基づき，後期５年間（令和８年度～令和１２年度）で呉市が実施する道路，河川，急傾斜及び公

園事業の実施箇所（舗装補修，河川しゅんせつ等の維持関係を除きます。）を選定しています。  

なお，災害や点検の結果等により，緊急的な対応が必要となった場合には，事業箇所一覧以外の箇所であっても対応します。 

 (1) 道路 

ア 道路改良事業 

日常生活における通行の安全性・利便性の向上に加え，消防・救急・防災活動などを支える道路及び地区のアクセス強化を推進

する道路の整備を実施します。また，他の事業と一体で進める必要がある道路の整備を実施します。 

イ 交通安全事業 

児童生徒が安全に通学できるよう，呉市通学路交通安全プログラムに基づく対策を実施します。また，市民の安全で快適な生活

を支えるため，人に優しい歩行空間の整備などを実施します。 

【主な路線】 

 ・中央二河町線 

・都市計画道路横路４丁目白石線 

 

 

 

 

 

 

 ※完成･･･後期実施計画期間内で完成する箇所数 

 継続･･･後期実施計画期間以降も継続する箇所数 

【中央二河町線】 【都市計画道路横路４丁目白石線】 
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ウ 橋りょう耐震補強事業 

災害時における安全な避難路や物流ルートを確保するため，重要物流道路や緊急輸送道路を構成する橋りょうの耐震化を優先的

に実施します。また，交差する道路や鉄道への落橋による二次的な被害を防止するため，重要物流道路，緊急輸送道路及びＪＲ呉

線をまたぐ橋りょうなどの耐震化を実施します。 

【主な箇所】 

 ・長大橋（天応大浜長谷線） 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 河川 

気候変動に伴い激甚化・頻発化する大雨や台風等によってもたらされる河川の氾濫を防ぎ，地域住民の安全確保や地域経済の安

定を図るため，ぜい弱な護岸や断面の不足している河川などについて，改良などを実施します。 

【主な河川】 

 ・準用河川内平川（安浦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長大橋（天応大浜長谷線）】 

【準用河川内平川】 
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(3) 急傾斜 

がけ崩れによる被害から住民の生命・財産を守るため，一定の要件を満たす斜面について，

急傾斜地崩壊防止施設の整備を実施します。 

【主な箇所】 

・坪井２丁目地区 

 

 

 

 

 

(4) 公園 

多様な人が出会い，交流し，滞在するにぎわい空間の創出を推進するため，人中心のウォーカブルなまちなか公共空間の整備や，

観光振興及び地域の活性化のための官民連携による公園の再整備を実施します。また，災害発生時において本庁舎や体育館と連携

した防災中枢拠点として公園の防災機能強化を図ります。 

【主な公園】 

・中央公園 

（防災公園整備，まちなか公共空間整備） 

・音戸の瀬戸公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【坪井２丁目地区】 

【音戸の瀬戸公園】 【中央公園（まちなか公共空間整備）】 
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４ 策定スケジュール(案) 

項 目 
令和７年度 令和８年度 

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 

呉市土木未来プラン 

後期実施計画策定 
    

公表 

● 

議会 

（行政報告） 

計画（素案） 

● 
  

計画（案） 

  ● 
 

  ※国・県事業の実施箇所については，広島県による次期事業別整備計画の策定後に掲載します。 

策定作業 


